
「麻原彰晃こと松本智津夫を教祖・創始者とするオウム真理教の教義を広め、これを実現すること
を目的とし、同人が主宰し、同人及び同教義に従う者によって構成される団体」と同一性を有する、
「人格のない社団Aleph」の名称を用いる団体

被処分団体

再発防止処分決定の概要

公安調査庁
令和７年９月

＜処分の内容＞

１ ｢Aleph」が所有し又は管理する特定の土地又は建物（専ら居住の用に供しているものを除

く。）の全部又は一部の使用を禁止すること（団体規制法第８条第２項第２号）

→ 「Aleph」管理下の４施設の全部及び１２施設の一部（「Aleph」が実質的に経営する収

益事業の事業所（作業場所、事務所、道場等）等）を対象（別添参照）

２ ｢Aleph」が金品その他の財産上の利益の贈与を受けることを禁止すること（同法第８条第２

項第５号）

＜処分の期間＞

９月２１日から６か月間

決定した処分の内容・期間

＜役職員又は構成員等の禁止行為違反に係る罰則＞

１ ｢Aleph」の役職員又は構成員は、団体の活動として、当該処分に違反する行為をしてはなら

ない（団体規制法第９条第１項）

２－１ ｢Aleph」の役職員又は構成員は、団体の用に供する目的で、当該処分により使用を禁止

された土地又は建物を使用してはならない（同法第９条第２項第２号）

２－２ ｢Aleph」の役職員又は構成員は、団体の利益を図る目的で、当該処分により贈与を受け

ることが禁止された金品その他の財産上の利益を贈与の目的として受け取ってはならない（同

法第９条第２項第５号）

→ 上記の規定に違反した者は、２年以下の拘禁刑又は１００万円以下の罰金に処されること

となる（同法第３８条）

＜土地又は建物の使用禁止に関する標章の損壊等に係る罰則＞

当該処分により使用が禁止された土地の所在する場所又は建物の出入口の見やすい場所に掲示さ

れた標章を損壊し、又は汚損してはならず、また、処分期間中に標章を取り除いてはならない（同

法第１１条第１項・第３項）

→ 上記の規定に違反した者は、５０万円以下の罰金に処されることとなる（同法第４０条）

当該処分に伴う禁止行為及び罰則



　
　　　　　　

   　　　 は施設の一部の使用を禁止する施設（12施設）
   　　　 は施設全ての使用を禁止する施設（4施設）　　　　　　　　　　　　　　　　

使　用　禁　止　処　分　対　象　施　設　一　覧

茨城県内の施設

水戸施設

福岡県内の施設

東京都内の施設

神奈川県内の施設

西荻施設

愛知県内の施設

京都施設

京都府内の施設

大阪府内の施設

埼玉県内の施設

千葉県内の施設

徳島県内の施設

徳島施設

北海道内の施設

八潮伊勢野施設

生野施設

横浜施設

名古屋施設

福岡施設

野田施設

札幌白石施設

札幌施設

北越谷施設

足立入谷施設

滋賀県内の施設

甲賀信楽施設

八潮大瀬施設

（別添）


